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　The　arrival 　 of 　 a　genuine　aged 　society 　in　Japan　has　caused 　growing 　concern 　about 　the　role 　of　nutrition

in　 good 　health　and 　 perfQrmance 　of 　elderly 　persons，

　To　clarify 　the　 nutritional 　 status 　 in　 the　 aged 　households，　 we 　 evaluated 　the　 results 　 of 　 a 　 nutritional

survey 　 of 　 residents 　 in　 Wakayama 　 prefecture．　 Households　 consisting 　 of 　 only 　 persons　 aged 　 65　 and 　 over

were 　classified 　into　those 　consisting 　of 　a　single 　person （aged 　 single 　households） and 　those　 consisting 　of

acouple 　（aged 　couple 　households）．　The　intakes　according 　tQ　nutrients 　and 　food　grQups 　per　day　per　capita
in　 these　 households　 were 　compared 　 with 　those　 in　 all　households　in　 this　prefecture．

　 1） Concerning　nutrient 　intakes，　the　intakes　of　energy ，　protein，　fat，　 carbohydrate 　and 　vitamin 　B　L　 were

significant ！y　lower　in　the　 aged 　 single 　households　 than　in　 all　 households．　 In　 the　 aged 　 couple 　 households，
only 　the　fat　intake　was 　 significantly 　lower　than　that　in　 all　 households，　 but　the　 vitamin 　 C　 illtake　 was

significantly 　higher．

　2）As　 to　 intakes　of 　food　groups，　 the　 aged 　single 　households　 showed 　 a 　 significantly 　 higher　 intake　 of

fruits　but　 significantly 上ower 　intakes　 of 　 rice ，　 wheat ，　 oils 　 and 　fats，　 vegetables 　 and 　 meats 　than　 all　house−

holds．　On　the　 other 　hand，　the　aged 　couple 　households　showed 　significantly 　 lower　intakes　 of 　 wheat ，　 oils

and 　fa七s，　 and 　rneats 　but　significantly 　higher　intakes　of　sugar ，　fruits，　pickles　and 　fishes　and 　shellfishes

than 　all 　households．

　These　 results 　 suggest 　 dietary　problem 　 such 　 as 　low　intakes　 of　 energy ，　 protein　and 　 fat　 according 　 to

nutrients 　 and 　 low　 intakes　 of　 oils　and 　 fats，　 vegetables ，　 and 　meats 　according 　to　food　groups 　in　aged 　 single

households　 among 　households　 consisting 　 of 　 on 玉y　 aged 　persons．

Key　words ： Nutritional　status （栄養摂取状況 ），　 Aged 　households （高齢 者世帯），　 Nutritional

　 　 　 　 　 Structure　 of 　 household（世帯 構造）

survey （栄養調査），

は じめ に

　わが 国 は世界 に 類 を み な い 速 さ で 高齢化 が進行 して

お り，この 高齢化は高齢者世帯の 増加を もたらす こ と

に な る。 1975年 に 家族の 中に 65歳以 上 の者の い る世帯

数 は約712万世帯で あ っ た も の が ， 1995年 に は 約 1270

万世帯 と，78．4％ の 増加 とな っ て い る 。 また，老人 の

「夫婦 の みの 世帯」 は93万世帯か ら308万世帯 に，老人

の 「単独世帯」 は61万世帯か ら220万世帯 に，そ れ ぞ

れ 230％，260％ と大幅 に 増加 して い る
1）

。 こ の よ うな

状況 に あ っ て ，い かに して 高齢者 の 健康 の 保持増進を

図 る か とい う こ とは，今後 の 重要 な課題 で あ る。

　厚生省は国民が高齢に な っ て も活発な社会生活が送

れるよう，国民健康 づ くり事業を推進 して おり，その

柱の
一

つ に栄養を取り上げ，バ ラ ン ス の とれた 食事を

と る こ と を推奨 して い る
2）

。

　高齢者 の 食生活 の 改善や 栄養指導を行 うた め に は，

食生活 の 実態 を 把握す る こ とが 不可欠 で あ る 。 高齢者

の 食生活 の 実態 に つ い て，個人を対象 とした調査 は 多

い
S − 9）

が，高齢世帯の 食生活を
一

般世帯 と比較検討 し
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た報告は少な い
1°−12）

　
。 在宅高齢者の 食事は同

一
世帯内

で の こ とで あ り，世帯に おけ る摂取 とい う観点か ら検

討 しな ければ栄養改善 に っ な が る形 で ，そ の 実態 や 問

題点を把握す る こ とがで きな い と考 え る。

　著者 ら は和歌山県民栄養調査成績を用 いて ，高齢者

の 栄養摂取状況を世帯単位 に 分類 した上 で ，地域
一般

世帯 と比較 し，どの よ うな特徴がみ られ るか 検討 した

の で 報告す る 。

研究方法

1．調査対象と方法

　1991年 に 国民栄養調査
13）

に 準 じて 和歌山県民栄養調

査が行わ れ た 。 調査対象と な っ た774世帯 の うち ， 世

帯員がすべ て 65歳以上 の 世帯を高齢者世帯と して 抽出

した。 そ の 結果，高齢者世帯 は表 1 に 示 す よ うに 207

世帯 で あ り，全世帯 に 占め る割合は 26．7％ で あ っ た 。

こ の 高齢者世帯を
，

さ らに 単独世帯 （70世帯）， 夫婦

の み の 世帯 （126世帯），そ の 他 の 世帯 （11世帯） に分

類 した 。

　栄養摂取状況 は，各世帯 が 食物摂取状況記入帳 に記

入 した 3 日間の摂取食品 を ， 3 日分と りま とめ て 各食

品別 に 純摂取量 を累計した 。 栄養価 は 「第四次改訂 日

本人 の 栄養所要量」 か ら算定 した。栄養素等摂取量お

よ び食品群別摂取量にっ い て は世帯 1人 1 日当た りの

摂取量 と して 算出 した 。

2．解析方法

　高齢者世帯 （総数，単独世帯 ， 夫婦 の み の 世帯） の

1人 1 日当た りの 平均栄養素等摂取量 お よ び平均食品

群別摂取量 を全世帯に っ い て 求 め た値と比較した 。 さ

らに ， 高齢者世帯の うち， 単独世帯と夫婦の み の 世帯

間に つ い て も栄養摂取状況の 比較検討を行 っ た 。 各世

帯間の 有意差検定 に はt一検定を用 い た 。

表 1　世帯構造別にみ た 世帯数およ び世帯員数

世　 帯　 員　 数

世帯構造 世帯数

総数 0〜 10〜 20〜 30〜 40〜 50〜 60〜 70〜 80歳

　　 9 歳 19歳 29歳 39歳 49歳 59歳 69歳 79歳 以 上

亠口
同

齢

者

世

丗

冊

単独世帯

夫婦 の み

その 他

　 計

7012611

207

7025231

353

0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　28　　　33

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　169　　76

0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　18　　　　3

0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　215　　112

9710

26

その 他 の 世
丗 5672224214 　　364　　225　　267　　369　　383　　203　　12871

全 世　
丗 7742577214 　　364　　225　　267　369　　383　 418　　24097

1．栄養素等摂取量

結 果

　高齢者世帯 （総数，単独世帯，夫婦の みの 世帯）お

よ び全世帯に つ い て の 1人 1 日当たりの 栄養素等摂取

量を表 2 に 示 した 。 全世帯 と比較 して，高齢者世帯で

は ビ タ ミ ン C 摂取量 は 有意 に 多か っ た が，脂質 お よ び

ビ タ ミ ン B 、摂取量 は有意 に少なか っ た 。 栄養比率 で

み る と，高齢者世帯は 全世帯 に 比べ て ， 動物性た ん白

質比は有意に 高か っ た が，脂肪エ ネ ル ギー比は有意に

低か っ た。
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表 2　 世帯構 造別 に み た栄養 素等 摂取量

栄 養 素 等
高　 齢 　 者 　 世 　 帯

総 　数
（舮 207）

単独 世 帯
（n ＝ 70）

夫 婦 の み の 世帯
　 （n＝126）

全 世 帯
（n＝774）

エ ネ ル キ
．一（koaD

た ん 白 質 （g）

脂　　　　質 （9）

炭 水 化 物 （g）
齟
カ ル シ ウ ム （ロg）

　　　鉄　　 （mg ）
’

食　　　 塩 　 （9）
ビ タ ミ ン A （IU）
ビ タ ミ ン Bi （mg ）

ビ タ ミ ン Bt （mg）

ビ タ ミ ン C （mg ）

2，009士 457
80．6土 20．8
48．1土 17．8鱒 ρ

　 295土 丁2
　 550± 246

10，4ヨヒ3．0
11．5：ヒ4．2

z171 士 1167
1．07土 0．29・8 ⊃

1．Z7圭 0．39
　 139± 67

’吻 i ⊃

1，860土 47ぺ
寧 菖，

74．9± 21鹽2． 啣●レ

46．0± 19．0． o ω

　 271± 70拿o ・】

　 530± 233
10．1土 3．0
11，3± 4・5
2194：ヒ12？3
D．91 ：ヒ0．27 ” 帖 ｝

1．25± 0．41
　 135土 67

2．091士 441
．．b，

84．0± 20．6．Oh コ

49．4士 17．3．畠，

　 308士 72
喞事切

　 572土 220
10．6 ：ヒ 3．O
l！．5dヒ4．1
2140 ± 1095
1．ll 士 0．29

・・b ）

1．28 ゴ： 0．39
　 141± 68．．昌，

2．073 ± 454
81 ＿7 土 20．2
53。5 ：ヒ16．7

　 298 ± 69
　 558 ± 204
10．5土 2．8
11．5± 4＿4
2苴23± 1017
1．12elヒO●32
1．2了：ヒ0．36

　 122 士 60

穀 類 工耕 ギ ー比 （x）
動 物 性 た ん 自質 比 （X）
脂 肪 工初 キ  比 （X）

4？．0± 11．1
5τ．3± 13．2．巳，

21．3± 5．6． 軸，

45．5土 12＿0．‘ ，

55．4± 11．4

21．1土 5，3・o ‘，

4T．9士 10．8
58．8 ± 13．9
21．9± 6．1．巳⊃

48．2：ヒ9．2
55．3土 10．5
23．1ヨヒ4．7

　高齢者世帯を単独世帯 と夫婦 の み の 世帯に分け，全

世帯 と比 較す る と， 単独世帯 で は エ ネ ル ギ ー，た ん 白

質，脂質，炭水化物，ビ タ ミ ン B ， の 摂取量 は い ず れ

も有意に少なか っ た 。 また ， 穀類 エ ネル ギ ー
比お よ び

脂肪エ ネ ル ギ
ー
比 も有意 に低 か っ た。一

方，夫婦 の み

の 世帯 は全世帯 と比べ て ，有意 に 少 な か っ た もの は脂

質と脂肪エ ネ ル ギ ー
比 に すぎず，ビ タ ミ ン C は 有意 に

多 か っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 3

平均値± 標準偏差

a ）：全 世帯 との 比較　
’
〈0．05，　 ’‘

＜0．01
b）：単独世帯 と夫婦の み の世帯 間の 比較　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’t

＜0．01

　次に ， 単独世帯と夫婦の み の 世帯間 に つ い て ，栄養

素等摂取 量 を比較した と こ ろ ， 単独世帯 は夫婦 の み の

世帯 に比 べ て，エ ネル ギ ー，た ん 白質，炭水化物，ビ

タ ミン B ，摂取量は有意 に少なか っ た 。

2．食品群別摂取量

　高齢者世帯 （総数，単独世帯，夫婦 の み の 世帯）お

よ び全世帯に っ い て の 1人 1日 当た りの 食品群別摂取

量 を表 3 に 示 した 。 全世帯と比較 して，高齢者世帯 で

世帯 構造別 に み た食 品群別摂取量

（1人 1 日当た り ；g）

食 品 群
高 　 齢 　 者 　 世 　 帯

総　数
（n＝207）

単独 世 帯
（ntTO ）

夫婦 の み の 世 帯
　 　 （a＝且26）

全 世 帯

（n＝774）

類

類

類
類

類

類
類

菜

鰈

蠶
類

類

類

品

品

　

　

麦

　

　

　

　

野

の

　

　

　

　

製

食

播
小

。

蠶
実

麗
物

草

介

豊

穀

　

　
い

砂

油

豆

果

緑

そ

漬

海

魚

肉

卵

乳

加

287．0± 89．8
．．s ，

220．4 ：ヒ88．9
54●9：ヒ51，6●．・ ，

66．9± 61r　1
且7．5± 12．9拿．‘｝

10．2± 9，6
． o 亀 ｝

62．2士 45．5
196 ．5：ヒ140、5

◎．t ，

72．2± 52．9
161．τ± 83．7
2L 　8± 24．9． 嚇邑，

　 6．且土 8，0
121。7土 62．60・邑 ，

49．0士 40．3鯛 ‘⊃

35．7：ヒ23．9喞 ‘｝

101．0± 101．4
　 9．7± 24．0

25T．7± 89．τ
●．・，

且87．3± 80◆6
寧 ． s レ

68．0 ：ヒ 50．4吻嘔，

60．1土 69．4
16．7± 14．4

　9陰7± 9．7
・ ． ・｝

63．2 ：ヒ54．3
203．8± 136．0

．疇・｝

75．4士 55．6
141。8± 94，7

”）

乳9．8± 25．6
　 5．3土 5．9
105．7」：62．6
38．3土 3藍．5． o ・⊃

36．8：ヒ24．τ
118．6土 蓋15．3
且3．3±

121
．4

304．3± 8了．go
寧切

237．6ヨヒ90．6甲 lb ）

65．5± 51．7亭串鳳 ，

69．8：ヒ55．7． 邑⊃

17．4 ：圭二 ！2，lo° の

10．7土 9．4
耐

61．9± 40．9
重96．7出 143．50 曝 ・，

69，4± 50．8
170曾3± V7．4． h ⊃

23．0土 25．2ゆ ．の

　 6．3± 8．5
131．董±62．7． ． 臨】

　
夢甲眇，

54．3士 43．6
．．邑｝

　
o 嘔 h ，

35．5± 23凸7
106．9土 92．0
　7．6± 17．2° b》．

308．2± 82．1
224．0 ：」ヒ80．3
82．2士 53．0
6e．3土 45．9
14幽6ヨヒ10．5
13．0 ：ヒ9．4
60．8士 42．3
143．4」： 119．4
68．5± 45．9
162．9 ：ヒτ8．9
1T．3± Zl．1

　 5．7± 7．8
110．0」：54．0
67．4 ：ヒ39．6
39．2：ヒ 2L 　3

1且2．9士 96．4
ll．　1：L19．5　・

平 均値 ± 標準偏 差

a ）：全世 帯との 比較　
゜
＜0．05，　

”
〈0，01

b）：単独世帯 と夫婦 の み の 世 帯間 の 比 較　
゜
〈0，05，　

’
〈0，01
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は 砂糖類，果実類， 漬物類 ， 魚介類の 摂取量 は有意 に

多か っ たが，小麦類，油脂類，肉類，卵類の 摂取量は

有意に少な か っ た 。

　単独世帯に つ い て み る と，全世帯 に比 べ て，果実類

の み が有意 に多か っ た もの の，米類，小i纐 油脂類

その 他 の 野菜，肉類 の 摂取量は有意 に少なか っ た。

一

方，夫婦 の み の 世帯 は全世帯 と比較 して ， 有意 に摂取

量が少な か っ た もの は小麦類，油脂類お よ び肉類 で あ

り，砂糖類，果実類，漬物類およ び魚介類の 摂取量 は

有意 に多か っ た 。

　次に，単独世帯と夫婦の み の 世帯との 間 で の 食品群

別摂取量を比較 す る と，単独世帯は夫婦 の み の 世帯に

比 べ ，加 工 食品 の 摂取量 は有意 に 多か っ た もの の ， 米

類，そ の 他 の 野菜，魚介類お よ び肉類 の 摂取量は有意

に 少 な か っ た 。

考　　察

本格的 な高齢化社会を迎え つ つ あるわが国に お い て ，

高齢者 の 健康の 維持増進を図る こ とは社会的に重要な

課題で あ る 。 健康の 基盤は食生活を介 して の 適正な栄

養摂取 に あ る こ と を 考え る と，高齢者 の 栄養問題 は ま

すます重要性を増すもの と考え られ る 。

　わ が国に お け る世帯形態の 変化を み る と，人口 の 著

しい 高齢化を背景 として，老人 の 1人暮 らし世帯や 老

人夫婦 の み の 世帯 の 増加 が著 しい
。 厚生省の 国民生活

基礎調査に よ る と，1995年 に は65歳以上高齢者の うち，

12．6％が 1人暮らしで ， 29．4％が夫婦 2 人だ けで 暮ら

して お り， 合わ せ て 42％ に 達す る 。 こ の 傾 向 は今後 ま

す ま す強 くな る もの と予想 され る 。

　そ の よ うな状況 の 中で
， 著者らは高齢者 の 単独あ る

い は夫婦 の み の 世帯 は
一
般世帯と比 べ

， 食生活に どの

よ うな 違 い が み られ るか 検討を行 っ た 。

　そ の 結果， 栄養素等摂取量 にっ い て は，高齢者世帯

は脂質お よ び，ビ タ ミン B1 の 摂取量が少な く，単独

世帯 で は さ らに エ ネル ギー
， たん 白質， 炭水化物の摂

取量 が少なか っ た 。 食品群別摂取量 に つ い て み る と，

高齢者世帯 で は，砂糖類，果実類，漬物類，魚介類 の

摂取量 は多い が ， 小麦類， 油脂類， 肉類お よ び卵類の

摂取量が少な か っ た 。 単独世帯で は こ の こ とに 加 え て

加工 食品 の 摂取量 の 多 い 特徴 が み られ た 。

　食生活指針
2）
が指摘して い る ように ， 高齢者で は 日

常の身体活動量 が減少す る こ とな どが原因で ，エ ネ ル

ギ ー必要量 が低下 し，あ ま り空腹を感 じな くな る た め

に 食事の 摂取量自体が減少す る。 そ の結果 エ ネル ギー

量 の みならず，たん白質，脂質あ るい は ビ タ ミン 等の

摂取量 が少な くな りが ちで あ る 。 ま た ， 高齢者世帯で

は当然 の こ と な が ら，高齢者本人が 買 い 物や調理 に 当

た らなければならず大変な負担となり， 家事能力が低

下す る結果 ， 十分な 栄養摂取 が行 わ れ な い こ と が 考 え

られ る 。

　
一
方， 高齢者の 食品嗜好の 特徴 と して ，

一般に淡泊

な料理 を好む傾向に あ る。また，新 しい 食品 に は な か

な かな じめ ず，今まで の 食生活で摂取 して きた食品以

外は好ま ない 傾向が み られ る
L4）

。 こ の よ うな高齢者 に

み られ る食生活 の 特徴 が，本研究 に お い て も油脂類 や

肉類の 摂取が少ない こ と， 煮物を好む こ とに よ る砂糖

類の多摂取，米食が 主 で あ る こ と に よ る漬物類や魚介

類 の 多食 とい っ た偏 っ た栄養摂取 とな っ て 表れ て い る

もの と思われ る。 熊谷 ら
m ）

は高齢者に お い て，動物性

食品 と油脂類 の 摂取 が多い こ と が社会的生活機能の 自

立性の低下予防に 貢献する と して い る。

　ま た ， 今回の 結果 で 明 らか に な っ た点 は，高齢者 の

中で も 1人暮らしの 高齢者 は夫婦 の み の 高齢者 に比N

栄養摂取 レ ベ ル が低い こ と で あ る 。 熊江ら
’°）
や 柳

n ）
も

高齢者世帯は非高齢者世帯 に比 べ 栄養摂取状態が悪く，

特 に 独居世帯 で は摂取食品数が 少な く，栄養の バ ラ ン

ス が良くな い と報告 して い る 。 また，配偶者の 存在 が

食品摂取 パ ター
ン に 影響を与え る 重要な要因に な りう

るとの 指摘
16・　1η もあ る 。 奥村ら

4〕
は 1人暮 ら し に よ る

食品消費量 の 減少や今まで の 食習慣や嗜好が食品や料

理 の 内容を制約 して い る こ と， 和風中心 で あ ま り手を

かけな い で 作 られ る料 理 の 利用 が 目立 っ た こ と，料理

を一度に作 っ て 数回 に わた っ て食べ て い る こ とな どの

問題点が ある こ と を指摘して い る。 本研究 に お い て ，

単独高齢者 に加 工食品の 多摂取が み られ た が，こ の こ

と は調理 が 面倒で あり，あまり手をかけない で食べ ら

れ る もの とい うこ とで 加工食品が多く利用さ れて い る

こ とが考え られ る 。 著者ら
va）

は加工食品 の 利用 が 多 い

世帯は ， そ れを ほ とん ど利用しない 世帯に比べ
， 栄養

素等摂取量 の 充足状況 が劣る こ と を報告 した 。

　と こ ろ で ，夫婦あ る い は単独 の 高齢者世帯割合 が 今

後 ま すます増加す る こ と が予想され る中で ，高齢者 の

食生活が低栄養状態 に 陥 らな い よ うに す る に は どうす

れ ば よ い か全国民的視点か ら取り組む必要が あろう。

高齢化が わ が 国 よ りも先行す る ヨ
ー

ロ
ッ

パ 社会 に お い
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て は ， 老年期 の 健康 と 日常動作 を栄養 に よ っ て 良好 な

状態に維持す る必要性に迫 られ，1986年に は老人が直

面 して い る栄養に関す る研究を行 うプ ロ ジ ェ ク トが開

始 さ れ て い る
L9 ｝

。

　高齢者 は
一般に，食事 と栄養 に対す る認識が浅 い の

で ， 調理をする際 に は毎日の献立がバ ラ ン ス の とれ た

もの で あ る こ と が 大切で あ り，自身の 好み で 献立を作 っ

て は ならな い こ との 認識を持た せ る こ とが重要で ある 。

食習慣は長年に わたる諸条件に よ っ て 培われ る もの で

あ り ， 高齢者 に お け る根強い 食習慣 の 是正 は 困難で あ

るの で，で きれば調理実習 を 含 む食生活 の 見直 し講習

会を開催するな ど，継続的な栄養改善指導 を 行 っ て い

く必要 が あろ う。 岡崎
an）

は
一

人暮らし老人 で は，他種

類 の 食品 を整 え る こ と が 困難 に な る の で ，他種類の食

品を用 い，多彩な料理 を調理す る こ と は高齢者の 食生

活上 の 課題 で あ る し，こ の こ と を解決す る ため の 方策

として ，出前や 宅配サ ービ ス を利用す る こ と ， 市町村

に よ っ て は デ イ ケ ア サ
ービ ス と して の 食事給食を実施

して い る の で ，こ れを利用す る こ と も一っ の 手段 で あ

る と述べ て い る。 また，ア メ リカ の 1人暮 らし高齢者

の 中に は ，
1週間 の うち，少 な く と も 4 回 の 夕食 に お

い て あ た た か い 給食サ
ービ ス を受 けで い る例 が あ る と

述べ て い る。 わが 国 に お い て も今後， 材料の 配達サ ー

ビ ス ，食事そ の もの の サ
ー

ビ ス に つ い て も真剣 に 検討

して い く必要が あ る と同時に高齢者 に 対 す る栄養 ， 食

生活に関す る知識 の 啓蒙活動を積極的に行 っ て い くこ

と も必要 で あ ろ う 。 しか し，高齢者 に と っ て も安直 に

食材や 食事 の 宅配 サ
ービス を利用す る の で は な く，で

きれば バ ラ ン ス の とれ た献立が で き る よ う に高齢者 自

ら食 べ 物 を購入 ・ 調理 し，食事を と る こ と が，高齢者

の健康維持 に 必要 な こ と で あ り， 社会的 に ア ク テ ィ ブ

に 活動 して い く原動力 に も な る と考 え る。

ま と め

　本格的な高齢化社会を迎え つ つ あるわが国 に お い て，

高齢者 の 健康お よ び 日常動作を良好 な 状態 に 維持す る

ため に，適正な栄養量 を摂取する こ とは重要な こ とで

あ る。

　今回，世帯構成別 に み た高齢者 の 栄養摂取状況 の 特

徴を検討す る ため に，和歌山県民栄養調査成績 を 用 い

て ，65歳以上 の高齢者世帯を単独世帯と夫婦の み の 世

帯 に 分け，そ れ ぞ れ の 世帯 1 人 1 日当 た りの 栄養素 等
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摂取 量 及 び 食品群別摂取量を全世帯 の そ れ と比較検討

し， 以下の 結果を得た。

1 ）栄養素等摂取量 に つ い て は，単独高齢者世帯 は 全

世帯と比 べ ，エ ネル ギ ー，た ん 白質， 脂質， 炭水化物

お よ び ビ タ ミ ン B 、摂取量 は有意 に 少 な か っ た 。

一方，

夫婦の み の 高齢者世帯は全世帯と比べ，有意に少なか っ

た もの は脂質摂取量 の み で あ り，ビ タ ミン C 摂取量 は

有意 に多か っ た。

2）食品群別摂取量 に っ い て は，単独高齢者世帯は全

世帯 に 比 べ て ，果実類の み が有意 に 多か っ た もの の ，

米類， 小麦類，油脂類，野菜類 お よ び肉類の 摂取量 は

有意に 少な か っ た 。

一方， 夫婦 の み の 高齢者世帯は全

世帯と比較 して ，有意に 少な か っ た もの は小麦類，油

脂類およ び肉類にすぎず， 砂糖類，果実類，漬物類お

よ び魚介類の 摂取は有意 に多か っ た。

　 以上 の こ とか ら，高齢者世帯の なか で も単独高齢者

世帯 に お い て ，エ ネ ル ギ ー，た ん 白質お よ び脂質の 栄

養素摂取量 が少な い こ と，さ ら に油脂類，野菜類お よ

び 肉類の摂取が少な い こ と な ど，食生活 に 問題点の あ

る こ とが 示唆さ れ た 。
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